
９
月
28
日
（
土
）
、
春
日
部
九

条
の
会
（
牛
山
積
代
表
）
が
、
白

神
優
理
子
（
し
ら
が
ゆ
り
こ
）
弁

護
士
を
招
い
て
「
平
和
の
た
め
の

学
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

白
神
優
理
子
弁
護
士
（
36
歳
、

八
王
子
合
同
法
律
事
務
所
、
労
働

問
題
を
担
当
）
は
、
高
校
生
平
和

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動
に
参
加
し
、

２
０
１
３
年
に
弁
護
士
に
な
り
ま

し
た
。
歯
切
れ
の
良
い
、
わ
か
り

や
す
い
言
葉
で
「
日
本
国
憲
法
の

大
切
さ
」
を
語
り
ま
し
た
。

私
が
変
わ
っ
た
の
は
高
校
生
に

な
っ
て
か
ら
で
す
。
高
校
生
平
和

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
い
う
全
国
サ
ー
ク

ル
に
入
り
、
高
校
生
の
仲
間
や
教

員
の
皆
さ
ん
と
共
に
戦
跡
地
を
巡

り
、
戦
争
体
験
者
の
方
々
の
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
「
歴
史
が
変
わ
ら

な
い
な
ん
て
、
諦
め
て
い
て
は
い

け
な
い
」
「
こ
の
バ
ト
ン
を
受
け

取
っ
て
平
和
な
社
会
を
つ
く
り
た

い
」
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

憲
法
の
中
身
を
本
物
に
す
る
仕

事
を
す
れ
ば
、
人
の
役
に
立
て
る

生
き
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
こ
と
が
で
き
、
弁
護
士
と

い
う
夢
を
見
つ
け
ま
し
た
。
日
本

国
憲
法
は
、
人
間
の
歴
史
が
前
に

進
む
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
希
望

の
存
在
で
す
。

と
こ
ろ
が
安
倍
首
相
は
、
憲
法

を
守
る
義
務
に
反
し
、
積
極
的
に

憲
法
違
反
の
法
律
を
次
々
と
強
行

し
、
憲
法
9
条
に
自
衛
隊
を
書
き

込
む
改
憲
を
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
実
行
と
す
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
に
お
い
て
、
憲
法

を
尊
重
擁
護
す
る
義
務
は
国
家
権

力
者
側
に
あ
り
ま
す
（
99
条
）
。

安
倍
改
憲
発
言
は
、
こ
れ
自
体
が

立
憲
主
義
に
反
す
る
憲
法
違
反
の

で
す
。

憲
法
こ
そ
、
次
の
世
代
へ
の

「
希
望
の
バ
ト
ン
」
で
す
。
今
、

多
く
の
若
い
世
代
が
、
競
争
教
育

の
中
で
無
理
矢
理
に
競
争
さ
せ
ら

れ
、
社
会
に
出
れ
ば
低
賃
金
・
不

安
定
な
非
正
規
雇
用
や
、
ブ
ラ
ッ

ク
な
働
き
方
で
、
「
ど
う
せ
自
分

な
ん
か
」
と
無
力
感
に
苦
し
ん
で

ま
す
。

私
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

苦
し
み
の
原
因
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
実
際
に
声
を
あ
げ
る

人
た
ち
に
よ
っ
て
社
会
は
変
わ
り
、

歴
史
は
前
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。

「
希
望
」
を
一
緒
に
伝
え
合
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
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春
日
部
九
条
の
会
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平
和
の
た
め
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学
習
会

日
本
国
憲
法
は
希
望

九
条
は
宝

憲
法
と
の
出
会
い
が

私
を
１
８
０
度
変
え
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発
言
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あ
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、
許
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の
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９
月
13
日
、
今
尾
や
す
の
り

議
員
は
、
①
（
仮
称
）
北
春
日

部
駅
周
辺
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て

②
生
命
の
尊
厳
守
れ
る

春
日
部
に
、
に
つ
い
て
一
般
質

問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

埼
玉
県
内
で
は
、
平
成
30
年

度
1
年
間
で
、
猫
６
１
９
匹
、

犬
１
８
５
匹
が
殺
処
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
動
物
保
護
活
動
に

取
り
組
む
皆
さ
ん
の
運
動
に
よ

り
、
国
は
動
物
愛
護
管
理
法
の

改
正
に
取
り
組
み
、
飼
い
主
や

ブ
リ
ー
ダ
ー
な
ど
に
対
す
る
規

制
強
化
な
ど
も
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

こ
う
し
た
活
動
も
あ
り
、
年
々
、

殺
処
分
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
猫
は
減
少
数
が
少
な

く
、
殺
処
分
と
な
る
猫
の
半
数

は
「
子
猫
」
で
す
。

野
良
猫
へ
の
無
責
任
な
エ
サ

や
り
に
よ
っ
て
急
速
に
繁
殖
し
、

糞
尿
や
発
情
期
の
鳴
き
声
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。結

果
、
毒
餌
を
ま
か
れ
た
り
、

虐
待
を
す
る
人
な
ど
が
出
て
き

て
、
地
域
住
民
同
士
の
確
執
に

も
な
っ
て
い
き
ま
す
。
「
猫
ト

ラ
ブ
ル
」
は
「
人
ト
ラ
ブ
ル
」

と
な
っ
て
い
ま
す

こ
う
し
た
事
態
を
改
善
し
よ

う
と
、
県
で
は
「
地
域
猫
活
動
」

を
進
め
て
お
り
、
Ｔ
（
捕
獲
）

Ｎ
（
不
妊
去
勢
手
術
）
Ｒ
（
リ

リ
ー
ス
）
し
、
餌
や
り
の
ル
ー

ル
、
ト
イ
レ
の
確
保
な
ど
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

春
日
部
市
で
は
、
か
つ
て
あ
っ

た
不
妊
去
勢
手
術
の
補
助
も
現

在
は
な
く
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
に
も

積
極
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
妊
去
勢
手
術
へ
の
補
助
と
、

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
へ
の
行
政
と
し
て

の
参
加
を
要
望
し
ま
し
た
が
、

市
は
、
「
飼
い
主
で
な
い
人
が

不
妊
手
術
を
す
る
事
自
体
が
動

物
の
尊
厳
を
ふ
み
に
じ
る
も
の

と
い
う
意
見
も
根
強
く
、
判
断

が
難
し
い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

今
尾
議
員
は
、
「
今
回
の
市

民
の
声
を
受
け
止
め
調
査
し
て

い
く
中
で
、
小
さ
な
命
に
優
し

い
行
政
は
、
結
果
、
人
間
に
も

優
し
い
行
政
と
な
る
と
感
じ
ま

し
た
。
宮
代
町
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
に
は
、

幸
手
市
の
職
員
が
学
び
に
き
て

い
る
そ
う
で
す
。
判
断
が
難
し

い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
少
な

く
と
も
実
際
に
地
域
で
こ
う
し

た
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

方
々
に
学
び
な
が
ら
、
一
緒
に

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。

市
内
で
、
42
年
ぶ
り
と
な
る

北
春
日
部
駅
周
辺
区
画
整
理
事

業
は
、
人
口
減
少
な
ど
の
春
日

部
市
の
課
題
解
決
に
大
き
く
寄

与
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま

す
。市

の
発
展
に
協
力
し
よ
う
と

い
う
地
権
者
の
不
利
益
と
な
ら

ぬ
よ
う
、
市
と
し
て
丁
寧
な
関

わ
り
で
の
合
意
形
成
と
、
最
善

の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
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医
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１０/ ６(日) 内科系 かすかべ生協診療所（谷原2-4-12） ☎752-6143 小児科系 関根医院（新

宿新田226） ☎746-7211 外科系 分娩館医院（備後西5-4-28） ☎739-3883
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猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

今尾やすのり議員一般質問

市
民
と
「
生
命
の
尊
厳
」
と
も
に
考
え
る
姿
勢
を

地
権
者
の
不
利
益
と

な
ら
ぬ
よ
う
主
張

猫
の
殺
処
分

半
数
は
子
猫

住
民
と
と
も
に
考
え
る

市
政
に


